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2)  医学部精神神経医学講座 と の 共 同研究 と し て ，
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従来か ら の(イ) r 医療保障」 論 と ， (ロ) r 医 ・ 薬事法」
の研究 を 行な っ て い る . 前者 は ， 社会保障法 に お
け る 医療保障の 法構造 を 考察 す る も の で あ り ， 後
者 は 独 自 の 法領域 と し て の 「 医 ・ 薬事法」 の体系
化 を 意図 す る も の で あ る .
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1) ラ ッ ト の 音の作業 ・ 参照記憶 に 関 わ る 局所的ニ ⑨ 研究概要
ユー ロ ン 回路の生理心理学的研究.
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